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＜連絡事項＞

・デパケンシロップが、バルブロ酸ナトリウムシロップ5％「フジナガ」へ変更になりました。

　　*シロップの色もピンクから透明へ変更

同時に、電子カルテ上でのデパケンでの検索画面で、バルブロ酸ナトリウムシロップ5％「フジナガ」が表示されるようにしておきましたので、宜しくお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・中島　とし様～検査結果報告と病状説明。認知症疑いで認知症の治療をしていく。退院許可あり、今後は施設入所方向、介護保険申請は取り下げていた為再申請が必要。SWより説明している。

・工藤　蓉子様～担当医より今月は当院で薬剤調整していくこと説明している。薬剤調整で効果がみられなければ、他院での電気痙攣療法も検討して行くこと伝え、御家族了承されている。
・工藤　謙一様～本日介護認定調査実施している。

　　　介護保険サービスを検討、外出泊訓練を実施し、退院調整して行くこと

ご家族へ伝えている。後日外泊訓練の日時について連絡をもらう予定。

　　　　　　　

・三津谷　新一様～長男様来院し、面談実施。はらだクリニックへ今後について相談したところ、不穏がなければ南部町医療センターでの受入は可能とのことで転院の方向となる。長男様よりはらだクリニックへ再度、転院日の調整を行い、決まり次第、当院へ連絡するよう説明している。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～終日隔離中。自室にて臥床している事多い。妄想様の発言や不穏さ無く、スタッフ対応は穏やか。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・澤村　彬様～時間隔離中。奇声上げ、ホール内徘徊している。昼食後に他者の食事に手をつけようとする、他者に付きまとう事あり。都度介入にて他者トラブルには至らずに経過。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

＜要注目患者様＞
・中居　松男様～各食自力で摂取。来詰しては訴え・要求頻回にあるが、説明には聞き入れ出来ている。引き続き、精神症状の観察を行っていく。

・藤井　崇史様～喫煙後に煙草の残数確認に来られ、残数伝えると「1箱足りません。盗まれました。」と被害的発言聞かれている。スタッフへの対応は穏やかだが、表情硬さ・眼光鋭さ見られている。他者トラブルは無く経過。引き続き、精神状態の観察を行っていく。
・滝沢　繁倫様～深夜帯4:30特定女性患者様を自室へ連れ込み、服を脱がせようとする色情行為あり、介入要していた。日勤帯10:15特定女性患者様を自室へ連れて行こうと腕を強く掴み、抵抗されると叩こうとする事あり、介入要している。介入にて一時的に止めるも表情硬さ・眼光鋭さ見られる。10:30不穏時ロラゼパム(0.5)1T服用。服用後も同女性患者様が近くを通ると、色情行為に至ろうとする為、常時見守り要している。深澤Drへ状態報告し、東C→東Aユニット（個室）へ移動となる。移動後も帰宅要求きかれ口調を荒げてスタッフへ詰め寄る様子あり、15:10不穏時リスペリドン内用液(0.5)1P服用。服用後も不穏さ続く為、16:30不穏時レボトミン(25)1A筋注している。引き続き、精神状態を観察し、必要時介入行っていく。

・三津谷　新一様～酸素飽和濃度93～96％で経過しており、労作時の呼吸苦訴えなし。便-3日目であるが、腸グル音聴取されている。引き続き、精神・身体症状の観察を行っていく。

・工藤　蓉子様～疎通は取れているが、指示動作困難で、就床時には介助要している。食事は介助にて1/5程度摂取。排泄はトイレ誘導にて自排尿確認するが、腹満は継続している。引き続き、精神・身体症状の観察を行っていく。

・工藤　謙一様～日中の眠気は改善したと話しており、動作の緩慢さも見られない。夜間尿失禁多量に見られており、トイレにも使用済みの尿取りパットが多量に置かれており介入必要である。

・居ヶ内　よね様～昼食移動時、歩行不可のため、自室で摂取するが、咀嚼不良・嚥下困難見られたため、介助で1/3摂取する。口腔内に食残溜め込みあり。食事形態の変更が必要な状態である。食事摂取時、観察・見守りをしていく。

＜深澤Dr診察情報＞

・下村　慶子様～臨時薬同内容で14日分処方。N-Gチューブ交換している。左鼻49cm固定。

・金堀　さち様～臨時薬一部変更となり6日分処方。以後定期となる。

・滝沢　繁倫様～色情行為等あり、臨時薬一部変更となる。

・工藤　謙一様～臨時薬はリスペリドン・デパケンR減薬、メマリー追加となり、他同内容で14日分処方。血糖測定1検へ変更。足がムズムズして眠れないと訴え、ニュープロパッチ処方。

・中島　とし様～臨時薬同内容で14日分処方。

・居ヶ内　よね様～持参薬は当院処方へ切り替え、臨時薬は同内容で14日分処方。咀嚼が上手く出来ないと訴え、本日夕～副食キザミへ変更。

・船田　泰子様～臨時薬は同内容で14日分処方。

・小出　秀男様～介護抵抗等あることから臨時薬追加となる

・工藤　蓉子様～臨時薬はリフレックス中止、ロラゼパム・ベルソムラ・メマリー増薬、ランソプラゾール追加となり14日分処方。

＜新入院患者様情報＞

　氏　　名：松本　好子（まつもと　よしこ）様

　生年月日：昭和21年11月5日（70歳）

　性　　別：女性

　病　　名：うつ病
  病　　棟：東Ｂユニット

　入院形態：医療保護入院

　主 治 医：田名部Dr

（経過）

H29.6月頃から健忘症状や荷物の管理が出来ないなどの症状が出現し、幻聴様の発言・人目が気になる様子あり、成城墨岡クリニック分院（東京）受診し、うつ病の診断を受ける。服薬し2週間経過するも不眠・不安改善なく、娘様の住む三沢へ7月に転居。H29．7.28ワイドハイター飲用。「自分が居ても迷惑になる。」と荷物をまとめる・罪悪感からハイターの飲用に至っている。その後、救急要請し三沢市立三沢病院へ搬送。入院となり、誤嚥性肺炎の治療し食事も摂れるようになったが、入院中も被害的言動が多く漠然とした不安感あり。今回症状改善目的で

三沢市立三沢病院から紹介。娘様より今後は当院への入院治療希望があり、H29.9.13東病棟Bユニットへ当院1回目の医療保護入院となる。

・買い物カードなし

・家族洗濯

・持参薬使用せず、当院での処方のみ。

・高血圧の既往あり、食事は減塩食(6g未満)、ヨーグルト対応

・自殺企図あり

